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重
松
併
章
前
教
授
に
は
昨
昭
和
十
八
年
十
一
月
を
以
て
迩
肝
を
迎
〈
ら

れ
、
十
九
年
九
月
を
以
て
停
年
制
の
申
合
せ
に
よ
り
惜
ま
れ
つ
つ
九
州
帝

圃
大
學
教
授
の
職
を
退
か
れ
た
。
同
時
に
本
食
育
て
の
穀
と
し
て
長
年
御

錐
隷
下
さ
れ
た
常
任
委
員
を
も
離
せ
ら
れ
た
が
、
新
に
顧
問
と
し
て
今
後

も
引
績
奇
．
本
含
發
展
の
鰯
め
に
御
鐙
し
下
さ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

｜
先
生
は
大
正
二
年
七
月
、
東
京
帝
国
大
學
文
科
大
學
東
洋
史
経
科
を
御

卒
業
、
同
年
九
月
大
準
院
に
入
り
研
究
を
進
め
ら
れ
る
傍
ら
、
班
山
中
學
校

腱
史
漢
文
科
撫
任
教
諭
と
な
ら
れ
、
同
七
年
六
月
豊
山
大
學
教
授
に
御
昇

進
、
更
に
何
九
年
六
月
松
山
高
等
學
校
に
任
ぜ
ら
れ
、
共
腫
歴
史
科
を
御

播
樹
、
同
十
四
年
十
一
月
東
洋
史
學
研
究
の
億
中
華
民
幽
に
留
畢
せ
ら
れ
、

御
在
留
一
年
像
、
昭
和
元
年
十
二
月
蹄
朝
せ
ち
れ
、
翌
二
年
十
一
月
迎
へ

ら
れ
て
九
州
帝
閣
大
學
東
洋
史
畢
講
座
掘
任
の
敬
授
と
な
ら
れ
、
爾
來
御

退
竹
迄
十
七
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
御
在
職
せ
ら
れ
た
。
此
の
間
、
先
生

の
誰
さ
れ
た
文
功
は
糊
に
大
な
る
も
の
が
あ
る
が
、
先
生
が
妓
も
力
を
注

が
れ
た
の
は
創
設
匝
後
に
於
け
る
學
府
の
飛
礎
を
岡
め
内
容
を
充
疵
發
展

せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
在
り
、
先
づ
同
志
と
和
諮
っ
て
本
會
を
興
し
そ
の

發
展
に
専
念
せ
ら
れ
、
又
支
那
恥
宙
を
刺
め
、
共
に
畢
術
の
進
歩
、
後
進

還
暦
の
壽
を
迎
へ
ら
れ
た

重
松
俊
章
前
激
授

難

彙
。
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報

指
導
の
有
力
機
關
と
せ
ら
れ
た
。
又
或
は
九
大
舞
論
部
長
と
し
て
克
く
畢

生
を
善
導
せ
ら
れ
『
日
支
事
愛
の
勃
發
に
際
し
て
は
中
國
留
畢
生
の
特
に

多
い
九
大
の
狩
殊
事
情
に
鑑
み
彼
等
を
倉
し
て
聖
職
の
眞
義
を
説
き
日
支

協
力
の
勉
躍
紡
進
を
鼓
舞
せ
ら
れ
、
又
昭
和
五
年
よ
り
六
年
に
か
け
て
評

議
員
と
し
て
九
大
の
柵
機
に
も
参
一
割
せ
ら
れ
て
ゐ
る
ｃ

御
郭
攻
の
東
洋
史
學
に
は
大
學
卒
業
以
來
三
十
像
年
そ
の
熱
怖
を
傾
け

、
て
拮
拙
倦
む
こ
と
を
知
ら
ず
、
時
Ⅲ
的
空
間
的
に
殆
ん
ど
深
陵
無
邊
と
も

云
ふ
可
き
東
洋
史
學
界
に
縦
横
の
足
跡
を
印
せ
ら
れ
、
或
は
エ
プ
タ
ル
族

を
究
明
し
て
所
柵
西
域
史
上
の
難
問
を
解
決
せ
ら
れ
、
戎
は
古
代
東
亜
諸

Ｌ

民
族
の
殉
死
．
鯛
燃
飲
器
等
の
習
俗
を
解
明
し
て
民
族
鯉
に
多
大
の
宜
献

を
せ
ら
れ
、
或
は
又
古
代
中
世
の
円
鮮
滿
支
賭
民
族
の
州
互
鯏
係
遊
考
察

し
て
東
亜
共
榮
の
歴
史
的
根
搾
を
示
さ
れ
、
尚
そ
の
他
に
も
祇
倉
經
濟
思

想
史
等
↓
Ｌ
剛
す
る
澁
軍
な
諭
女
を
發
表
せ
ら
れ
・
て
ゐ
る
が
、
就
中
、
支
那

の
邪
教
史
は
先
生
が
妓
も
關
心
を
寄
せ
ら
れ
た
所
で
、
「
宋
元
時
代
の
白

』
訴

嚢
宗
門
」
「
唐
宋
時
代
の
彌
勒
教
匪
」
「
唐
宋
時
代
の
末
尼
敦
と
鰯
教
問
題
」

「
未
一
元
時
代
の
紅
巾
琿
と
元
末
の
彌
勒
白
韮
激
匪
に
就
い
て
」
等
珠
玉
の

論
究
紗
く
無
く
、
邪
敬
史
の
新
分
野
は
全
く
先
生
の
開
拓
せ
ら
れ
る
所
で

東
洋
史
學
史
上
の
不
滅
の
功
績
と
云
ふ
可
き
で
あ
る
。
昭
和
八
年
一
月
よ

り
同
十
年
三
月
迄
、
二
箇
年
に
亙
っ
て
佛
測
に
留
曜
せ
ら
る
る
や
そ
の
學

識
益
々
博
洽
を
加
へ
ら
れ
、
又
常
に
歴
史
を
現
状
に
立
脚
し
て
観
察
す
可

し
と
す
る
持
論
を
抱
懐
せ
ら
れ
て
ゐ
た
先
生
は
、
昭
和
五
年
七
月
よ
り
月

徐
に
わ
た
っ
て
中
華
民
脚
に
出
張
せ
ら
れ
。
滿
洲
那
鍵
前
の
激
動
す
る
大

陸
の
附
勢
を
祀
察
せ
ら
れ
、
又
昭
和
十
三
和
七
月
、
十
四
年
八
月
、
十
六

一
○
七

、
、、

L､､、 〆
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己

年
二
月
に
も
各
冬
月
除
に
わ
た
っ
て
滿
洲
図
及
び
中
華
民
國
に
出
眼
し
て
．
明
治
維
新
と
商
業
鍵
革
宮
，
本
助
教
授

ｇ

日
支
率
鍵
後
の
大
陸
の
椿
勢
を
覗
察
せ
ら
れ
、
以
て
史
眼
を
益
々
研
解
せ
ゞ
決
職
下
未
竹
有
の
愛
革
に
あ
た
り
、
企
業
の
整
備
統
合
は
既
に
一
段
落

ら
れ
、
、
正
に
我
が
學
界
の
重
鋲
で
あ
っ
た
。
九
大
を
去
ら
れ
た
こ
と
は
礫
を
つ
げ
、
細
で
て
は
一
噸
稗
換
を
途
け
、
雌
然
た
る
配
給
統
制
の
下
、
全
一

、
府
に
取
っ
て
一
大
払
失
で
あ
っ
た
こ
と
云
ふ
迄
も
な
い
が
無
欲
柵
潅
に
し
く
配
給
部
面
は
愛
貌
し
た
。
か
か
る
現
武
に
對
し
、
温
故
知
新
の
立
場
よ

て
然
も
研
準
の
熟
愈
肴
賊
な
る
先
生
が
學
昇
の
耆
描
と
し
て
尚
今
後
躍
界
り
、
明
治
維
新
時
の
商
業
塗
革
、
そ
の
混
飢
の
中
を
如
何
に
力
弧
く
強
時

に
稗
益
せ
ら
る
る
こ
と
大
な
る
は
期
し
て
侠
た
壷
つ
る
所
で
あ
蚤
。
尚
先
生
の
商
業
希
が
切
り
ぬ
け
て
来
た
か
を
鐘
は
ん
と
し
、
蕪
未
に
於
け
る
商
業
皇

は
中
併
正
と
し
て
松
山
市
遡
後
に
在
る
名
刹
石
手
寺
住
職
の
要
位
に
在
り
、
の
混
乱
、
特
に
鮒
間
以
後
に
於
け
る
請
負
岡
価
叫
配
給
過
秘
の
素
乱
を
明

長
年
宗
敬
界
に
も
多
大
の
功
績
を
愛
さ
れ
、
今
後
も
同
寺
に
あ
っ
て
郭
ら
．
ら
か
に
す
る
こ
と
よ
り
説
き
初
め
、
御
一
新
に
際
し
て
の
政
情
の
騒
然
、

数
界
に
鍍
梓
せ
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
妓
後
に
先
生
の
此
れ
迄
に
於
け
る
學
銀
目
痩
止
、
御
川
金
・
識
屋
敷
の
痩
止
、
藩
依
の
鹿
分
等
が
商
業
及
び
商

術
上
の
一
端
を
示
す
鴬
め
に
そ
の
御
論
文
題
目
を
描
け
る
筈
で
あ
っ
た
が
・
人
に
典
へ
た
る
打
睡
、
そ
の
苦
燗
を
概
説
し
、
特
に
株
仲
間
の
解
放
が
Ｑ

ゞ
．
調
査
未
だ
不
充
分
の
縮
め
、
迫
２
Ｌ
完
成
を
見
た
上
更
め
て
本
誌
に
掲
戴
‐
商
業
組
識
の
上
に
如
何
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
を
、
大
阪
・
京
。

寺
る
こ
と
と
す
る
。
（
日
野
記
）
都
・
江
戸
の
事
例
に
基
き
て
解
明
し
、
以
て
岱
時
の
商
業
愛
革
の
中
に
現
〆

段
階
に
鹿
い
て
の
示
唆
を
鐘
は
ん
と
す
る
。
、

■

昭
和
十
九
年
度
秋
季
例
會
誹
油
會
龍
了
後
、
晩
餐
合
に
引
緬
い
て
研
究
發
表
命
哩
を
行
ふ
。

１
－

研
究
發
表
ン
《
“
α

昭
和
十
九
年
度
秋
季
例
會
を
、
十
月
二
十
九
日
三
畏
開
に
於
い
て
催
す
。

本
期
例
含
は
時
局
下
交
通
そ
の
他
の
閲
難
を
老
応
し
て
耐
岡
縣
内
居
注
會
一
一
、
ヴ
ォ
ル
｜
プ
ー
ル
の
「
ル
ヰ
十
四
世
紀
時
代
史
」
成
立
事
楕
に
就
い
て

、
ロ

識
井
肋
手

貝
に
の
み
通
知
し
縣
外
會
員
に
は
通
知
を
収
止
む
。
依
っ
て
例
年
の
如
き
一
、
展
木
和
泉
守
の
髄
質
に
就
い
て
王
丸
勇
・

多
数
の
會
貝
の
参
加
は
望
ま
れ
な
か
っ
た
が
盛
會
で
あ
っ
た
。
．

一
、
飛
天
と
唐
草
一
竹
岡
敦
投

誹
演
會

國
史
關
係
事
項

一
、
遼
代
日
本
人
の
渡
浦
に
就
い
て
日
野
助
教
授
卒
業
生
論
文
發
表
會
並
近
藤
君
壯
行
會
‐

』
■

一
、
明
治
維
新
と
商
業
愛
革
宮
本
助
教
授
本
年
度
卒
業
生
た
る
竹
田
正
丹
君
の
論
文
發
表
合
を
昨
節
柄
同
君
の
暹
〆

．
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ｌ
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Ｉ
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↑
十
月
十
二
日
、

Ｊ

〆
Ｐ梨

別
會
ざ
十
月
十
日
に
熊
本
豫
備
士
官
畢
校
に
特
別
甲
種
幹
部
候
補
生
と
し

て
入
校
さ
れ
る
一
年
生
の
近
嘩
典
二
識
の
壯
行
御
を
兼
ね
て
、
八
月
二
十

四
、
第
二
畢
生
集
愈
所
五
號
室
に
て
催
す
ｃ
竹
田
君
の
卒
業
論
文
題
目
は

「
大
勢
三
獅
考
に
就
い
て
」
ｃ
同
恭
の
一
年
に
亙
る
管
ぞ
た
る
研
究
を
二
時

間
に
亙
っ
て
聞
く
。
縫
っ
て
近
藤
譜
の
壯
行
曾
に
移
り
、
竹
岡
教
授
よ
り

此
の
非
術
時
局
ご
畢
生
と
の
關
係
に
就
い
て
大
い
に
縣
發
さ
れ
る
託
を
種

々
承
け
た
ま
は
る
。

井
上
大
學
院
特
別
研
究
生
の
歸
學
ゞ
、

六
Ⅱ
十
五
口
勇
躍
唯
召
さ
れ
た
國
史
研
究
の
大
皐
院
時
別
研
究
生
井
上

忠
氏
は
、
九
月
廿
三
日
無
事
召
集
解
除
に
て
蹄
嬢
さ
れ
、
再
び
幽
史
研
究

室
に
て
研
究
を
縦
け
ら
る
。
円
本
科
學
思
想
を
研
究
さ
れ
る
氏
に
と
っ
て

三
ヶ
月
に
亘
る
軍
隊
生
活
は
。
同
氏
の
研
究
に
一
つ
の
示
唆
を
典
へ
る
も

の
が
あ
っ
た
や
う
で
あ
る
ｃ

研
、
究
發
表
會
一

十
月
十
日
熊
本
漁
術
士
官
學
校
に
特
別
幹
部
候
椛
生
と
し
て
入
校
さ
れ

る
一
年
生
近
藤
典
二
譜
研
究
發
表
念
を
十
月
三
日
演
習
室
に
て
催
す
。

研
究
題
目
「
蕪
末
に
終
け
る
眞
木
和
泉
守
の
位
隆
」
約
一
時
間
半
に
亘

、
っ
て
、
雑
末
載
王
拠
夷
論
者
の
中
に
於
け
る
撞
木
和
泉
守
の
主
動
的
な
位

睡
に
就
い
て
研
究
を
發
表
さ
る
。

新
入
學
生
槻
迎
會

昭
和
十
九
年
入
學
々
生
観
迎
曾
を
兼
ね
て
志
寅
島
史
晄

報
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●
Ｊ
８
■
■
■
■
■
１
１
日
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
１
吋
ｄ
『
１
０
Ｊ
■
■
且
■
１
１
‐
４
■
■
■
１
■
■
○
Ⅱ
■
■
Ｉ
■
０
１
４
■
１
７
Ｊ

見
學
を
催
す
。
そ
の
日
絶
好
の
秋
晴
に
て
船
中
竹
岡
教
授
み
り
我
國
古
代

に
於
け
る
此
の
地
方
の
話
を
聞
く
。
午
饗
前
に
志
賀
島
祁
献
を
秤
し
、
そ

、
■
■

れ
よ
り
山
越
Ｅ
‐
一
勝
蝿
に
向
ふ
。
竹
岡
先
生
の
和
塗
ら
ず
の
健
脚
に
一
同

汗
だ
ｆ
に
な
る
。
午
養
を
松
睦
に
て
と
る
。
久
し
ぶ
り
の
海
幸
を
食
膳
に

眺
め
て
一
同
談
ず
、
食
後
金
印
發
掘
記
念
碑
を
見
て
歸
路
に
つ
く
、

参
加
者
竹
岡
識
授
、
古
賀
副
手
、
井
上
研
究
生
、
畢
生
、
商
橋
君
、

山
口
君
か
松
認
誰
、
新
人
畢
生
、
松
本
君
、
常
松
君
、
、
疋
田

・
霧
。
安
雄
君
、

争
迅
、
ｂ

安
藤
君
壯
行
念

昭
和
十
九
年
十
月
入
學
の
安
藤
君
に
榮
あ
る
御
召
來
る
。
十
二
月
十
八

生
ら

日
策
一
屋
生
集
會
所
に
於
い
て
同
君
の
壯
行
倉
を
催
す
、ｊ

西
洋
史
學
研
究
會
，

‐
ミ

ゲ

．
、
ご
‐
異
国
ロ
ぐ
く
陸
画
、
”
舅
［
芹
ゴ
Ｈ
い
め
届
ご
Ｑ
皇
吾
○
回
Ｐ
口

。（
弓
境
①
二
ｍ
四
ｍ
○
一
】
。
］
巴
匡
さ
働
巳
】
①
託
》
函
胃
李
］
垣
函
『
）

●

（
ミ
ト
ラ
ス
ざ
ヴ
ォ
ー
ダ
ン
）．

．
松
迩
裕

一
ペ
ル
シ
ャ
の
大
腸
抑
ミ
ト
ラ
ス
（
又
は
ミ
ト
ラ
）
崇
奔
は
古
代
東
方
諸

〃

國
家
を
支
配
し
、
又
キ
リ
メ
ト
教
が
國
敬
と
し
て
絶
對
的
な
勢
力
を
漉
得

↑
す
る
以
前
の
ロ
ー
マ
帝
園
領
内
に
於
て
も
決
し
て
蝿
秘
す
べ
か
ら
ざ
る
布

一
○
九
・

幾
醒

且

己

÷

I

ｰ

＝

～

空

－」



1

1～

、

・
て
、
ウ
ァ
ー
ス
催
、
紀
元
後
二
・
三
世
紀
頃
の
ミ
ト
ラ
ス
榊
楽
秤
を
示
す

『
●

幾
多
の
史
料
の
中
、
一
九
二
六
年
獅
迩
錘
１
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
６
号
目
自
国
）

参
麹
北
雑
の
小
都
市
一
ア
イ
ー
プ
ル
グ
（
厚
の
冨
侭
）
に
於
て
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・

ペ
ー
ン
角
尾
・
国
⑦
盲
）
に
依
っ
て
發
見
せ
ら
れ
た
ミ
ト
ラ
ス
祁
像
を
賓
料
と

し
て
興
味
あ
る
考
證
を
行
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
十
二
面
に
分
制
せ
ら
れ
た

・
浮
彫
の
祁
像
で
あ
る
が
、
嘗
て
ミ
ト
ラ
ス
紳
傾
と
し
て
發
見
せ
ら
れ
た
も

の
と
は
全
く
異
っ
て
、
馬
に
乗
り
弓
を
ひ
き
絞
り
、
三
頭
の
犬
を
随
へ
て

グ

森
を
願
け
る
狸
人
と
し
て
描
か
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
刺

像
は
果
し
て
風
の
ミ
ト
ラ
ス
を
象
徴
し
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
問
遜
が

．
起
る
認
で
あ
る
が
、
ミ
ト
ラ
ス
祁
巣
評
が
嘗
て
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
》
の
地

に
於
て
支
配
的
宗
教
の
榊
々
、
即
ち
ア
ポ
ロ
や
キ
リ
ス
ト
と
同
別
に
ミ
ト

ラ
ス
を
位
さ
せ
、
以
て
そ
れ
ら
の
宗
教
を
包
含
し
よ
う
と
す
る
傾
向
を
持

。
っ
て
ゐ
た
こ
と
か
ら
推
論
し
て
、
デ
ィ
ー
プ
ル
グ
の
ミ
ト
ラ
ス
祁
像
は
明

か
に
ロ
ー
マ
の
商
祁
マ
ー
キ
ュ
リ
イ
（
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
）
で
あ
る
と
結
論
・

せ
も
れ
る
。
而
も
マ
ー
キ
ュ
リ
ィ
が
ゲ
ル
マ
ン
人
の
川
で
は
ヴ
オ
ー
ダ
ン

で
あ
っ
た
こ
と
は
綻
び
も
な
い
事
変
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
ミ
ト
ー
フ
ス
は
即

ち
ヴ
ォ
ー
ダ
ン
で
あ
る
と
い
ふ
判
断
が
下
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
帝

国
領
内
の
ゲ
ル
マ
ン
人
の
宗
激
形
態
の
一
つ
を
示
す
も
の
と
し
て
、
極
め

て
示
唆
に
悔
ん
だ
論
文
と
云
は
れ
ば
な
ら
な
い
。

I

敦
力
を
持
っ
て
ゐ
た
が
、
こ
の
宗
教
が
、
ロ
ー
マ
帝
閥
領
内
の
古
代
ゲ
ル

マ
ン
人
に
ど
の
や
う
な
形
態
で
惇
へ
ら
れ
て
ゐ
た
か
と
云
ふ
こ
と
に
就
い

卓
問ｹ丁令

昌堪

1

“

Ｌ
ｌ
ｌ
Ｄ
Ｏ
ｒ
巳
■
Ｂ
■
Ｂ
，
ｂ
Ｂ
Ｈ
Ｂ
，
Ｐ
ｒ
ｂ
ｂ
ｒ
卜
Ｌ
■
Ｂ
ｒ
』
■
■
Ｆ
１
，
，
、
ｌ
・
■
ｐ
ｌ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｆ
，
１
脚
・
■
■
■
■
ロ
ｋ
■
■
Ｄ
Ｐ
ｌ
Ｄ
ｒ
』
Ｆ
Ｆ
Ｐ
ｂ
卜
Ｌ
・
■
■
■
■
屋
■
ｒ
ｐ
ｂ
ｂ
Ｉ
』
口
■
■
二
■
■
■
，
、
卓
■
‐
ｐ
Ｌ
－
■
■
ｒ
、
ｂ
二
■
Ｆ
Ｌ
Ｒ
二
一
Ｆ
，
』
０
Ｆ
‐
Ｉ
ｒ
Ｏ
，
Ｂ
Ｐ
ｂ
■
，

報

〆

七
月
非
命
勃
發
の
日
た
る
一
八
三
○
年
七
月
二
十
七
月
、
二
十
八
日
、

二
十
九
日
ぺ
こ
れ
を
史
上
に
「
光
榮
の
三
日
」
色
の
、
再
○
騎
穿
○
息
２
ｍ
儲
）

と
呼
ぷ
バ
リ
ケ
ー
ド
に
隈
け
つ
け
る
若
者
達
、
三
色
旗
を
打
ち
振
る
ガ
ヴ

ロ
シ
ュ
、
屋
根
裏
部
雌
の
花
鉢
の
間
に
身
を
か
営
め
る
ミ
ミ
・
パ
ン
ソ
ン
、

』

或
は
ま
た
豪
華
な
馬
車
を
駆
っ
て
亡
命
の
旋
路
に
急
ぐ
老
王
シ
ャ
ル
ル
十

世
。
か
の
ド
ラ
ク
ロ
ァ
の
名
茜
「
七
月
革
命
の
脚
」
を
初
め
俄
時
の
石
版
斑

の
多
く
が
革
命
勃
發
の
際
の
巴
里
の
状
況
を
躍
如
と
し
て
描
い
て
ゐ
る
。

『
光
築
の
三
Ｈ
」
．
そ
れ
は
正
し
く
一
王
朝
の
維
蛎
を
意
味
し
、
こ
れ
を
記
↑
《

念
す
る
た
め
巴
里
の
市
民
は
往
時
の
パ
ス
チ
ー
ュ
の
廣
場
に
青
銅
の
岡
桂

〆

「
七
月
の
岡
桂
」
を
建
て
た
。
、

七
月
革
命
の
由
っ
て
來
る
複
雑
な
る
諸
原
因
は
革
命
そ
の
も
の
入
推
移

と
は
別
に
深
く
探
求
．
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
は
訓
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
該

革
命
の
特
質
、
そ
の
後
に
來
る
七
月
王
朝
の
特
異
な
る
惟
梢
を
理
解
す
る
．

た
め
に
は
革
命
の
三
日
間
と
そ
の
後
の
事
件
の
推
移
を
詐
し
く
梱
察
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
、
／

七
月
革
命
の
細
過
に
閥
し
て
は
勿
論
軍
要
な
諸
種
の
備
忘
錐
、
回
想
録

の
多
く
を
参
照
す
ぐ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
現
在
悉
く
我
々
の
入
手
し

難
い
も
の
で
あ
り
、
価
か
に
、
我
毒
の
座
有
に
あ
・
る
ル
イ
・
プ
ラ
ン
、
ゲ
ル

ヴ
ィ
ヌ
ス
、
ヒ
ル
レ
プ
ラ
ン
ト
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
デ
ュ
。
プ
レ
、
ヌ
ー
ヴ
ィ
ョ

ン
等
の
七
月
王
朝
史
趣
参
照
し
得
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
内
ル
ィ
・
プ
ラ

一
一
○
・

■
（

七
月
革
命
に
關
す
る
二
三
の
史
料
に
就
い
て

．
讃
井
蛾

●

夫

1
－－



言 勺
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C

タ

Ｉ
１
ｌ
ｄ
ｑ
１
１
ｌ
１
‐
ｄ
１
Ｊ
ｊ
‐
１
１
１
１
１
日
０
１
１
１
９
日
昭
０
１
０
９
１
０
１
０
Ｎ
１
０
１
１
■
■
■
１
１
１
４
ｄ
０
１
ｊ
８
ｑ
１
１
，
１
１
１
１
４
■
ｄ
■
■
■
■
■
１
１
．
日
Ｉ
。
■
叩
■
、
’
４
■
■
■
１
４
Ｊ
日
■
■
日
■
■
Ｉ
Ｊ
Ｕ
ｑ

｛

ン
の
名
薯
「
十
年
史
」
流
一
巻
の
革
命
の
鍍
辿
は
薪
者
の
傾
向
を
常
に
念
頭

に
樅
き
つ
上
試
め
ぱ
遊
だ
有
益
で
あ
り
、
同
じ
く
ゲ
ル
ヴ
ィ
ヌ
ス
ノ
名
著
「

十
九
世
紀
史
」
中
の
七
月
革
命
の
敏
辿
は
（
同
書
佛
課
本
節
二
十
巻
城
二
十

一
巻
）
薯
者
が
岱
時
の
凡
ゆ
る
種
類
の
根
本
史
料
を
渉
独
し
て
記
・
し
た
も

の
で
舷
も
信
紙
に
値
す
る
風
波
も
詳
細
な
七
月
革
命
史
の
一
つ
で
あ
る
。

輩
に
紹
介
し
た
い
も
の
は
九
大
西
洋
史
研
究
室
所
誠
の
七
月
革
命
に
開

す
る
三
つ
の
諏
要
な
る
文
献
で
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
俄
時
の
議
員
た
り
し
デ
ュ
パ
ン
の
書
い
た
「
七
Ⅳ
革
命
」

（
一
八
三
○
年
刊
）
て
こ
れ
は
デ
ュ
パ
ン
の
演
説
を
小
心
と
し
て
種
冬
の
亟

要
な
演
説
、
法
令
の
額
を
細
雑
せ
る
蛍
重
な
史
料
集
で
あ
〃
る
℃
他
の
一
つ

は
、
「
数
人
の
目
躍
者
に
よ
る
一
八
三
○
年
七
月
二
十
六
日
、
一
一
十
七
日
、

二
十
八
日
、
二
十
九
日
及
び
そ
の
後
の
巴
里
の
諸
事
件
」
（
一
八
三
○
年
プ

リ
ッ
セ
ル
刊
）
（
厚
曾
の
Ｅ
①
貝
ェ
号
砲
員
唾
号
酔
誤
・
喝
・
鵠
黒
患
旨
一
基
の
昼

岳
さ
の
墓
○
首
、
ｍ
冒
弓
ｐ
ロ
扇
ご
胃
冨
の
一
色
の
冒
扇
承
］
臣
○
旨
い
Ｏ
ｏ
ａ
巳
居
い
国
罠
一
員
①
二
の
、

岳
邑
）
と
題
す
る
全
文
一
七
一
〈
頁
の
小
冊
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
革
命
の
目

撃
務
に
よ
る
生
々
し
い
記
録
と
し
て
一
識
の
価
仙
あ
る
文
献
の
一
つ
で
あ

る
。
次
に
蛾
も
我
々
一
の
興
味
を
唆
る
も
の
は
、
「
七
月
莱
命
を
目
醗
せ
る

一
洞
逸
人
の
巴
里
よ
り
の
書
翰
」
（
一
八
三
一
年
ハ
ン
ブ
ル
グ
刊
）
と
題
す

る
も
の
で
あ
る
Ｏ
（
国
凰
の
雷
買
届
悶
昌
厨
鳴
、
呂
風
の
言
口
埼
篁
月
曾
二
号
鹿

●
『
・

ぬ
尾
○
厨
の
ロ
グ
『
○
一
澪
印
二
．
○
（
号
の
砕
旨
蜀
三
筐
、
い
つ
『
○
厘
畠
巨
の
日
毎
の
弓
駕
］
］
の
ロ
ー
ン
浄
侭
の
刮
圃
の

『
頃
の
ロ
四
回
印
①
旨
の
匡
甸
恩
二
口
』
冒
口
Ｃ
ｇ
駕
匡
鱒
巨
目
へ
津
門
鱈
冒
宮
営
的
易
い
岸
国
巴

国
○
岸
巨
○
眉
屋
且
Ｓ
Ｅ
胃
・
）
こ
れ
は
一
八
三
○
年
七
月
二
十
日
、
二
十
二
〆

日
、
・
二
十
五
日
、
二
十
六
日
、
二
十
七
日
、
二
十
八
日
、
二
十
九
日
、
三
十

４
卓粂

報

I

』

I

1

易

l
q

l
l

l

l
－ 1

ド

’
1
1

1
1

1〆

‘ 1
0

1

1

日
、
八
月
三
日
の
そ
れ
ぞ
れ
の
日
付
を
有
す
る
九
通
の
巴
里
よ
り
在
郷
の

、
■

友
人
に
宛
て
た
書
翰
よ
り
な
・
る
粂
女
一
○
三
頁
の
小
冊
子
で
あ
る
。

鉦
者
は
朧
名
の
一
人
澗
逸
人
で
あ
が
、
書
翰
中
に
営
時
巴
里
在
住
の
英

國
の
某
商
官
の
知
己
で
あ
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
鮎
よ
り
見
て
岱
時
の
扣
常
の

人
鞄
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
、
『
・

「
か
く
て
私
は
注
目
す
べ
き
事
件
の
目
撃
者
と
し
て
再
び
こ
の
都
市
に
や
．

っ
て
来
た
」
云
々
に
始
ま
る
七
月
廿
日
の
饒
一
職
を
初
必
と
し
て
錐
三
輪

・
氏

ま
で
は
七
月
弛
命
勃
發
に
至
る
ま
で
の
諸
事
術
に
閲
す
る
一
般
的
考
察
で

●
ｅ

あ
り
、
蛾
も
重
要
な
も
の
は
革
命
の
導
火
線
と
な
っ
た
四
簡
條
令
發
布
の

Ｒ
た
る
七
月
汁
六
日
付
第
四
輔
、
及
び
「
光
榮
の
三
日
Ⅶ
」
た
る
廿
七
・
廿

八
・
廿
九
日
の
日
付
を
有
す
る
第
五
、
舘
六
、
節
七
輪
、
で
あ
り
、
次
い
で

オ
ル
レ
ア
ン
鞍
ル
ィ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
出
馬
の
日
た
る
八
月
三
ｎ
付
の
第
九
輔

に
至
る
ま
で
準
命
中
の
巴
里
の
壯
態
に
閥
す
る
精
彩
あ
る
叙
述
を
含
み
、

可
な
り
の
名
文
を
以
て
綴
ら
れ
た
七
月
革
命
に
開
す
る
生
を
し
、
い
記
錐
病
一

あ
り
、
目
醸
者
、
そ
れ
も
比
岐
的
公
平
な
一
外
幽
人
に
よ
る
記
録
と
し
て

該
革
命
に
開
す
る
武
重
な
根
本
史
料
と
し
て
参
照
に
値
す
る
も
の
で
あ
る

こ
れ
に
就
い
て
は
他
日
詳
し
く
紹
介
す
る
機
會
を
も
ち
た
い
と
思
ふ
Ｏ

尻
冒
、
岸
の
Ｃ
芹
闘
２
国
匡
噌
一
日
自
首
晒
冨
罵
堅
匙
符
島
呂
①
ぃ

匡
ご
ａ
ｇ
ｏ
鳥
目
の
、
Ｚ
目
５
冒
岸
獣
①
国
宮
○
厘
①
日
．
ｊ
‐

（
序
嚴
呂
『
岸
室
Ｒ
固
○
胃
岸
》
ご
〕
こ
ぎ
）

（
中
世
お
よ
び
近
世
の
民
族
問
題
）小

林
莱
三
郎

論
者
フ
ー
ゲ
ル
マ
ン
は
ま
づ
、
民
族
問
題
．
や
閣
民
的
幽
家
の
思
想
を
も

一
一
■
一

〕

ノ

|‐ ｰ

二



I

．
ｈ
Ｊ
１
，
ｌ
Ｉ
ｌ
ｂ
Ｆ
Ⅱ
‐
Ｉ
伊
田
卜
、
』
，
」
」
，
ｑ
ｊ
，
！
８
，
２
■
■
Ｋ
■
Ｋ
Ｉ
ｔ
国
■
ｐ
卜
Ｐ
卜
ｂ
Ｐ
ｌ
■
■
Ｐ
し
Ｊ
』
Ｂ
ロ
・
Ｄ
Ｂ
■
■
Ｆ
ｒ
ｌ
Ｐ
９
０
ｒ
ｈ
Ｐ
ｌ
ｌ
ｌ
ｒ
ｌ
Ｉ
‐
ｒ
Ｉ
卜
具
６
Ｂ
■
ｂ
Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
Ｄ
Ｈ
■
■
■
Ｉ
‐
、
Ｂ
ｒ
ｌ
ｂ
ｒ
Ｒ
Ｐ
！
』
一
■
Ｆ
０
１
Ｄ
ト
ー
ト
。
Ｄ
，
‘
Ｌ
ｂ
■
ト

い
『
》

ゴ
劃
二
一
二

報

っ
て
近
惟
特
有
の
現
象
な
り
と
す
る
見
解
が
ひ
ろ
く
行
は
れ
、
性
し
き
に
＃
冒
画
昌
喜
呂
胃
号
言
日
と
瀞
す
る
に
足
る
も
の
が
有
っ
た
か
否
か
は
異
論

至
っ
て
は
鯛
民
的
感
騰
・
園
民
意
職
す
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
期
以
後
の
所
産
と
の
餘
地
が
あ
ら
う
。
重
た
民
族
の
本
質
に
開
す
る
認
識
の
深
淺
、
キ
リ
ス

・
な
す
者
が
あ
る
け
れ
ど
も
Ｔ
こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
謬
見
で
あ
る
と
断
ず
る
。
ト
教
的
世
界
観
・
人
間
額
の
影
馨
な
ど
に
も
ほ
と
ん
ど
鯛
れ
て
ゐ
な
い
こ

・
す
な
は
ち
雄
期
中
世
に
國
民
的
感
脩
の
存
在
し
た
こ
と
は
ワ
ル
久
１
．
フ
ォ
と
は
迩
憾
で
あ
る
が
、
中
世
に
お
け
る
民
族
乃
至
國
民
の
問
題
を
考
へ
る

ン
・
デ
ル
・
フ
ォ
ー
ゲ
ル
ワ
生
ア
を
は
む
め
多
く
の
作
家
に
よ
っ
て
明
か
で
上
に
敬
ふ
る
と
こ
ろ
少
か
ら
ぬ
論
毅
で
あ
る
。

あ
る
し
、
ザ
ク
セ
ン
・
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
は
ボ
ヘ
ミ
ア
・
王
が
帝
園
諸
侯
の
一
貝
・

史
學
關
係
講
義
題
目
霊
卦
迦

、

た
る
に
も
か
Ｌ
は
ら
ず
ド
イ
ツ
↓
人
な
ら
ざ
る
の
故
を
も
つ
‐
て
彼
に
ド
イ
ツ

図
王
暹
畢
椛
を
否
認
し
て
ゐ
る
。
ま
た
ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
も
（
ア
リ

國
史
、
日
本
思
想
史
、

ス
ト
テ
レ
ス
政
治
雛
註
解
節
二
課
）
民
族
的
に
統
一
あ
る
鬮
家
こ
そ
錠
邇
日
本
書
紀
油
習
竹
岡
教
授
・

の
弘
の
で
あ
る
と
論
じ
て
ぬ
れ
．
か
く
て
フ
ー
ゲ
ル
ー
、
ン
に
よ
れ
ば
中
世
上
代
ノ
諸
問
題
竹
岡
救
授

に
お
い
て
も
民
族
問
題
は
す
で
に
存
在
ふ
た
の
で
あ
る
が
、
た
営
そ
の
砿
へ
．
’
一

束
洋
史

扱
ひ
方
に
大
き
な
和
迩
が
あ
る
と
て
三
つ
の
要
目
を
繋
げ
て
詳
論
し
て
ゐ
。
‐

》
支
那
古
代
史
概
説
（
前
期
ノ
綴
）
｜
日
野
助
教
授

る
。
節
一
は
、
今
日
の
民
族
問
題
に
お
い
て
中
核
的
地
位
を
占
む
る
言
語
問

題
が
、
中
世
に
お
い
て
は
（
皆
無
で
は
な
い
が
）
重
祀
さ
れ
て
ゐ
な
か
つ
一
新
唐
書
渤
海
博
ノ
認
究
日
野
助
敦
授

た
こ
と
、
蛎
二
は
、
近
代
閣
家
が
激
育
施
設
や
肚
會
的
救
済
な
ど
民
族
の
西
洋
史

ら
・
○
グ
ロ
Ｐ

利
顧
描
辿
に
努
め
て
ゐ
る
の
に
反
じ
て
中
世
の
剛
家
に
は
か
う
し
た
方
面
古
ゲ
ル
マ
ン
研
究
發
展
史
小
林
助
敬
授

に
見
る
寺
へ
き
も
の
Ｌ
城
め
て
乏
し
い
こ
と
、
蛎
三
に
、
中
世
の
閏
家
（
僻
唇
巨
嗣
の
釦
ご
協
宮
冒
胃
冨
車
の
思
尾
置
戸
弓
昌
瞬
昌
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①
醇
］
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胃
旨
二
・
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に
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ツ
王
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色
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号
景
昌
①
周
自
侭
風
Ｃ
ｅ
は
そ
の
内
部
が
分
節
さ
れ
・
小
林
助
教
挟

て
ゐ
て
ヴ
ェ
メ
ド
族
や
チ
ェ
ッ
コ
族
の
や
う
な
異
分
子
に
も
行
動
の
自
由
が
臨
時
誰
義
〃

許
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
民
族
問
題
が
尖
鋭
化
し
な
か
っ
た
こ
ゞ
と
。
以
上
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国
史
概
詫
廣
島
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梅
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ル
マ
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中
欧
な
か
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づ
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ツ
を
中
心
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し
て
論
じ
て
ゐ
る
の
で
其
他
ノ
開
係
諦
義

あ
る
が
、
た
し
か
に
國
民
的
感
惰
や
民
族
的
相
迩
の
自
発
は
中
世
に
お
い
日
本
法
制
史
一
金
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て
も
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る
程
鹿
ま
で
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し
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も
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し
て
「
民
族
問
題
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